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が majorbasic protein (M B P)， eosinophil cationic 

































































































の化学発光の比較では phorbolmyristate acetate (P 
MA)刺激において好酸球は好中球より高い発光強度
を示した。③アレルギー患者と非アレルギー者の好酸
球化学発光の比較では有意な差は認められなかった。
④哨息患者の発作時の好酸球は，非発作時の好酸球よ
りも高い発光強度を示したが， H202産生には差がな
かった。また同様に発作時の好中球は非発作時の好中
球より高い発光強度を示したが，その差は細胞内発光
において有意であり，細胞外発光の差が有意となった
好酸球とは異なっていた。
以上の結果より端息をはじめとするアレルギー疾患
では，組織に浸潤した好酸球が主に細胞外に機能する
ため，その産生する活性酸素がアレルギーにおける組
織傷害の原因になる可能性が示唆された。
本研究は現在増加の一途をたどるアレルギー疾患に
おいて，末梢血中で増加を示す好酸球がその病態に関
与している、ことを活性酸素産生の側面より示唆したも
のであり，今後様々な生物学的分野，医学分野に与え
る影響は大きしその研究成果は高く評価されるもの
と考えられる。
医学研究科委員会は審査委員の報告にもとづきこれ
らを討論に付して審査した結果，本研究は医学の進歩
に貢献するところ大であり学位に値するものとして合
格と判定した。
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